
清 代 回 彊 の 水 利 灌 概

19～20世 紀 の ヤ ー ル カ ン ドを 中心 と して

堀 直

は じ め に

間 野英二氏 は,中 央 ア ジア史研究 の当 面の 課題 の一 つ と して,「 個 々のオ ア シス社 会の,

fl体 的な姿 につ いての研究 を積み重 ね る必 要」 を掲 げ られ た(「 中火 ア ジア史 とシル ク ロ

ー ド シル ク ロー ド史 観 との 訣別
,r朝 日ア ジア レビ、。一」33,1978年3)7,pp.35

--36)
,本 稿 は,閥 野氏 の提 唱 に応 じて,「 オア シス と呼 ばれ る特殊 な コ ミ、i.ニテ ィーの

実像」(同f-)の うち,水 利 ・灌概 システ ムにつ いて,若 干 の史実を 明 らか にす るこ とを

目的 と し,直 接 の対 象 と して,清 朝 支配期の ヤール カ ン ドーオア シスを取 り扱 か った もの

で あ る.、

_._._

回彊 とは,現 在 の 新遜 ウfグ ル 自1台区の 南部,す なわ ち タ リム盆地一・帯を示 す呼称 で あ

る、 この地 域で営 まれ ていた 前近 代の主 要 な生 業は 農業で あ り,そ れ は学堤で しば しば 「

オア シス農業」と呼 ばれ てい る 、この 「オア シ ス農業 」の具 体像 に近 づ こうと/JJめた 先学 に

佐lI透 氏 がい る。氏 の 「18-1gUl:紀 束 ト・1・ルキ ス タ ン社会 史研究』(東;」{,1963)の 第IV

章 は,「 土 地制 度 と農業 問題」 の表 題の一1ぐに,多 くV)漢 籍 を引川 して,当 時 の回藍 の農 業

の諸現 象を闘 明 され た労fノ「であ る、 しか し,氏 が言 及 され た農 業に関す る諸 々の 史実 には ,

自然的条件 や 社会的条1/1・を無視 した,天rh以 北 の ステ ップ 農 業やlil1,1・漢iE川 の農業 と回鋼

の農業 の主役 ウ イグル族 の それ とを混 同 ・併 記す る不可 解 な部分 もまま存在 して いる nこ

れ らにつ い ては 今後 の更な る検 討が必 要で あ り,現 実 に公 「ljされて はい ない もの の,後 進

達 の 口頭 発表等 で,そ の作 業がな されつ つ あ る、この点 の詳 論は後 日を期す として,佐 口

氏 の 回彊 農業 の本質 につ いての指摘,「 小 麦な らび に 乾燥 作物 た る諸雑穀 もすべて適 度の

灌澗 を必 須 と した」G社 会 史1頁220)は 鉄案 であ る 、本 稿 の主題 で ある 「人工灌灌 」 も,

この灌1['.Jを必 須 と した農 業とい う前提 に 、ソ:脚して こそ 初め て 当該 社会を川 らか にす る視点

の一つ と して の意義 を持 つ ことがで き るの であ る.、

このよ うな回騎農 業に於 け る灌瀧 の必須性 を強轟1すろの は,外 で もな く,佐 目氏 ω前掲

の指摘 に疑 義が提示 されて い るか らで ある 、す なわ ち,羽 川明氏 は 喜i:会 史三のi東
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清代國彊の水利灌概

洋 史研究 』22巻3号,1963)のriiで,「(先 に引用 した)著 者 の断定 に は全面 灼 に同意 す る

ことが躊 躇 され る、 とい うのは,イ ラー ンや ア フガニ ス ター ンな どでは,小 麦 は秋 に播種

して降雪 を待つ だ けでい っさい灌漸 は行わず,む しろ行え ない よ うな高地 に栽培す るのが

lf%-
1{通 で あ り,"秋 麦 が 多か った"(2ユ6頁)カ シュガ リアで も同様で はな か ったか と思 われ

るか らで あ る」(頁156-57)と 述 べ られた 、 この羽ill氏 の疑念 に対 して は,筆 者 は佐 口氏

に左 禎 し,回 謡 で は灌漉 を必須 と してい た事情 を次 の様 に証 明 しよ うと思 う。

まず,イ ラー ンや ア フガ ニス ター ンと回鑛(佐 口氏 の用語,カ シュ ガ リアに相 当)と で

は,自 然 的条件 に大 きな相違 が存 在す る。羽 田氏 御 自身の見 聞は,京 都 大学 イ ラ ン ・ア フ

ガニ スタ ン ・パ キ スタ ン学術調査 団 の成 果 の一 部 と考 え られ るが,こ の調査 団の報ii-_=#rtitiの

一 つ に織 田武雄等 「西南 ア ジアの農 業 と農村」(京 都 ,1.967)が あ る.そ の総 論 ・第一 章で

は,灌 概 な しに行 われ る乾燥 農 業は,年 降水量300～500mln不ll渡,ド ゥ ・マル トンヌの 乾燥

示 数1-10～20程 度 のrl然 的条件下 に於 いてみ られ る と報 告 してい る、 しか るに,同 彊

は,今 世紀 巾の諸 記録 か らみ る限 り,そ の年 間降雨量 が100mmを 越 え る ことはまずな く,
Q

I=2.35～7.12と 乾 乾1斐が格段 に高 い地域 で ある こに 注意す べ きで あ る。 織m氏 らの前

掲 警 の分類 によれ ば,こ れ は外 来河 川の よ うな豊富 な水 を利 用 した灌海 農 業が営 まれて い

る地域 の 自然 的条件 とみ る ことがで き る、つ いでな が ら,同 書 か ら,秋 小 麦の存在 は必ず

しも乾燥 農業 と灌漸 農 業 とを区分す るメル クマ ール に はな らな い ことも判 る。

次 に文 献 ヒか らの証言 がrtt,r,.,..,に存在 して い る.佐 口氏 が 「社会 史」の 中で,列 挙 され た

諸 例 に も,こ の地 の農 業が 天水 に依 らず 引水に依 った こ とが明 らかで あ るが,更 に次 のよ

うな史料 を 各時 期 ・各種 人一iコの典型 的な報 告 と して,付 け加え る ことが で きる。 まず,16

世 紀 のヤー ル カン ド 木 稿の次章以 降 の主 要対 象地 が,ヤ ール カ ン ド河 とテ ィズァ

ブ河 の両 河 に全面 的 に依 拠 していた とい う ター リヒ=ラ シ ッデ ィの記事 が あ り(N.Elias

&.E.D.Ross,AHistoryoftheMoghulsofCentralAsia,beingtheTarikh-

2-RashidiofMirzaMuhammadHaidar,Dughlat,London,ユ898,p.298),サ ィク

ス 兄妹 も,/》 世 紀 初め の回魑 且亀民 が 「全面 的 に灌才既農業 に依拠 して いる,と い うの はその

地 方 には定期 的な降雨 が全 くないか らで ある」 と述 べ(E.Sykes&.P.Sykes,Through

DesertsandOasesOfCentralAsia,London,1920,pp.300-301),西 北科 学考察 団一

Sino-Swedishexpedition‐ の一 員,張 之毅(ChangChih-Yi)は この地 に 「早 田」 すな

わちdryfarmingの 耕地 が 「絶少 」で あ った と強調 してい る(r新 嘉 之経済 」 ヒ海,1945,

頁39)n

最 後に,当 事者達,こ の地 の ウ イグル 人に と って も農 ・園地 は,水 と不 可分 の もの と認

識 され てい た事実,言 い換 れば,灌 漸 用 の水が あ って初 めて生産 の為 の ヒ地 た り得 ていた

ことの証言 を列 挙 してお こ うー 占 くは,IIaurt氏 の紹 介 したPelliot氏 将 来の11`iiil紀ヤ ー

ル カ ン ドで の　三通 の⊥ 地売 買文li}:(∫A.1914,pI).607-627.)・ 所謂 ウ イグル俗文一li}:(例
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清代回藍の水利 灌概

え ば 護雅 夫 「元 代 ウ イ グル 文 一L地 売 買 文書 一 通 」 「岩 井 博 」2古 稀 記 念 論 文 集 』 東 京,

1963,頁712-727)・1662年 に 相 当 の 紀 年 を 持 つ カー シュ ガル の 土 地 譲 渡 証(G.Raquett,

EineKaschgarischeWakf-UrkundeausderKhodscha-ZeitOst-Turkestans,

Lund,1930)等 に は,一 様 に対 象 の 土 地 が,灌 概 用 水, ,水利 施 設 を具 備 した もの で あ っ

②
た ことを 明記 して い る、

以一ヒの三点 か らして,ln膿 農業 に は灌概 が必須 で あ り,そ れ らは外来河川 か らの 引水 に

依拠 した 「人⊥灌漸 」 によ って営 まれて いた ことが,佐 口氏 の主 張以 ヒの根 拠 を持 って,

明か に され た と考 える.

1

そ れ で は,回 藤 で の 入L灌 概 は どの よ うに な され て い た の で あ ろ う か 。 佐 目 氏 は,「 天

水 は 不 規 則 で あ り極 め て 乏 しい か ら灌 概 は泉 水(aqSU)か 河 水(garaSU)に 求 め ね ば な

らず,泉 水 は 確 実 で あ る が 水}昌二に 乏 しい か ら,結 局 は 灌漉 水 はi-.-a解水 を運 ぶ 河 川 に 頼 らね

ば な らな い 、 雪 解 水 は 高 山 力・ら麓 へ 流 ドしてghol,usu,darya(河111)を 形 成 し,こ の

河 川 よ りustang(溝 渠)を 引 い て 耕 地 を 灌概 す る」C社 会 史 』 良220)と さ れ て い る.

氏 の述 べ られ て い る様 に,Usねn9と よ ば れ る 明 渠 に よ る外 来 河 川 か らの 水 利 用 が 基 本 で

は あ る が,更 に こ の点 を 究 め る必 要 が あ る 、 とい うの も,ustang(誇 斯 騰)と は,『 西域

図 志,』 巻1に ヤ ー ル カ ン ド河 ・を「葉 爾1嚇 署斯 騰 」と記 す よ うに(同 様 な 例,q.q.B訓HxaHOB,

Co6parcue60鴨 〃θκμzZτo.%II,ATMa-ATa,1962,cTp.272),逆 にForsythの 報 告(Rep-

OYtofaMissiontoYarkundin1873,Culcutta,1875,p.36)で は 後 出の オ プ ル渠

をriverと 呼 ん で い る(同 様 な 例,ノ く谷 光∫:ll;1}「バ ミー ノレ紀 行」 一一長沢 和俊VIIIl大ii探 検

隊 シル ク ロー ド探 検 」 東 京,1966,-t'i68-70)よ う に,河 川 との 区 別 が 不 り」確 な存 在 だ

ゆ
か らで ある 、これ ら1は 「西域水1豊記」 巻 ユに は,「 回語 謂 自成 之河 口達 里雅,施 人力者LI

謬斯騰」 と して,河 川をdarya,ノ ＼9Lを施 した河 川をustangと 説1リ」して お り,1]」西域 図

志。1:巻27では,ustangを 「溶成 の河」 とItう ことな どか ら判断 すれ ば,ri然 河 川 と,程

度 は問わず ノ＼'Lを 加えた河 川と0⊃主 観的 な区 分にIli・来す る現 象であ るど,↑って よかろ う、

人.-Lの 全 く加え られ ていな い農村 部の河 川なぞ,決 して想定 で きぬか らで あ る。

それ では 回彊の耕地 は これ らの 自然河 川を溶 成 した程度 のustangか ら引ノkしていたの

か と,童えば,そ れ はi-:確 では ない 、ustangか ら人'Lα珂 〒産 であ る枝渠 を開 き,そ れによ

って個 別 の耕 地を灌概 して いたの であ る、 この枝渠 はariaと 呼 ばれて いた、実際 の耕作

者 に と って勿論,幹 渠 と してのustangも 重 要な関'巳・事 ではあ ったが,こ のariqこ そが

最 も身近 な所在で あ り,直 接 の利害 隈}係で結びつ い た ものだ ったわ けであ る、以 ヒに述 べ

た諸点 を 整理 すれ ば,回 蝋 での 水の流れ は次の よ うにな ろ う、
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清 代回賑の水利1捜概

遠隔高 山の雪解水

↓

外 来 河 川(dariya,usu,SU,ghol)↓

}㊧ 呼称 の区分 は厳密ではない。

幹 踏乏(ustang)

枝1渠 纈q撫 贈 鯛 支渠榊 していること

耕 地

そ して,入 工灌概 を論ず る場合 には,外 来河 川への1川nと それか らの取 水に始 って,個

別 の耕 地 に引水す る まで の全過程 を問 題に しなけれ ばな らない ことがr解 され るであろ う.

2

さて,回 彊 社会 での 水利 用が,ど の よ うに行 なわれ て いたのか を,具 体的 に提示 す るの

が本i'tf{f_の主 題で あ るう しか し,断11ビ 的 な文{-1f・史料 の検討 に終始 す る限 り,個 別 の水渠 の

名前 を知 り得 るに とどま る、つ ま り,fl・ll別の耕地 が どのariqに 依拠 して いたか が,特 殊

な幸運 で もって,判 明す るだ けなので あ る.そ れ故,先 掲 の水利 用 の概念 図の うちで,で

き るだ け水 源に近 づい て,広 く全体 的 な回彊 の水 利 の実体 に迫 まれ る史料 を求 め よ うとす

れ ば,今 世紀 の 初め まで時 代を降 らね ばな らない 、その史料 とは,清 末新 彊省の時 期(19

11年)に,各 府 ・庁 ・州 ・県 レベルの 「郷 土 志」 を,王 樹栴 が編纂 した 「新彊 図志 」の巻
4,

73～78購 渠 」1～6の ことで あ る、そ こに は¥f時 の行 政単1立4道 所轄 の40の 府 ・庁州 ・

県のそれ ぞれ につ いて,そ の管 轄地域 内の溝渠 が提示 され てい る、その記 載に は,出 典根

拠 た る各 「郷土 志」 の精粗 をその まま反映 して,細 部に はデー タの不 統一 がみ られ るが,

総計3,278道 の溝渠 を,次 の様 な形式 で列挙 して いる(巻78)。

口客f一モーJklj禺_二

歩附 縷tlし ト四

勘腿 奮毬聾 ピ吏果聯灘{罎 薬囎よ1:岩1

謹案,府 属水源1玉1・ ・∫、分 入漸L窩 油 ・中窺適 ・:ド窩浦 ・上 密霞 ・追 密1憂 ・

一ド木拉 ・阿! 、'・爾 ・馬届犠 ・塔吟 奇,九 大荘地 。灌小 村一・百 二十二.溝 漬紛岐 、土

脈 肥沃,宜'凄 ・苞 穀 ・棉花 ・寂 ・黍 。而阿拉 爾 ・馬廠 二勾lil,兼荻梗稲,尤 號

富 庶 云。

阿脳 巴牒1麟 懸1:墨:卑灘鷲 講譲.

餅鰻渠榊 獣土熱 羅幣 撫 続

(中 略)

校布擢渠奮勲 醒 繍 墜幸臨 紘11贔 訟里六分・

吟拉羅施烏拉克渠(以 下略)
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清 代[i1畷の ・灯i!灌 概

個 「判の 渠 の 名!lll・ 所 在一 取 小(目 の1ぐr:置を 所 轄 ⊥≒id∫か らの ノ∫ili」,]1!敦で 示 して あ る…一・水

源 名 ・長 さや 帆1の 規 模 ・畝 で 表示 され た 灌 口lll.酷 ・栓渠 ω 場r£ に は そ 肌 か 湯 ナ枝 しナニ枝渠

数 が 全 飾1昌匠 網 羅1.て 記 され て い るわ け で あ る 、 四 訊;⊥ の渠 に 〆)い て は一 例 示 した窩

浦 渠 の よ うに 案 ∫(が付 い て い る もの も あ る 、 そ の 総IIは3,278道(う 七・幹渠946,伎 渠

2,332)に 達 して い る 、 コ!ら の 全て に 検llゼ 功[iえ る 二 とほ 他 、1に譲 り,こ こで は ヤ ー ル

カ ン ド オ ア シス の 形 成1にi=f-,,j1一し て い た 溝 渠 だ け_J…ilf//¥iトげ て み る こ とに す る ・ この 地 を

選 ん だ の は,ヤ ー ル カ ン ドが,:;の 旧 部で あ の,清 朝 治 ド最 た の規 模 を 誇 って い た こ こ と

同時 に,こ の1諒 屑1{1図,占∵ の 記Jと 対 照 し得 るユ9世 紀ll喋1の 一一・【た料 がr∫:!i:して い る か らで

もあ る 、 そ の 史料 は 次 ド;・1:で、で皮す る と して,こ こで1.kま ず,;一 新 鵬 図志.1:の 記ll}二か ら知 り

得 る ヤ ー ル カ ン ド・オ ア シ ス ω溝 渠 網 の1勉;{を 試 み る こ とに す る 、

図1._;iノ レカ ン ド オア シス概念図

(幕碕繍

至 ア クス ウ}
'

オプル渠

ヤールカンド

、

⊃
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ブ
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、
、

2

⊃

護
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清代回頭の水利灌概

オア シ スを乾燥地帯 の 中でう}なまれて い る耕地 の連続 と 定 義すれ ば,所 謂 ヤール カン ド・・

オ ア シスは,ヤ ール カン ド河 中流 域 とテ ィズ ナ フ河 の中流 域 に11くが る 吋耕地 で あ り,そ の

大略 の位 置 ・規 模を示 せば,次 の図1の よ うな もので ある(S.Hedin,CentralAsia

Atlas,NJ43に 基 く)

さて この ヤール カ ン ド=オ ア シスの維 持 に関 与 していた灌満 水路 を 、'新彊 図志』が 伝え る

溝渠 の うちか ら描 出 してみ よ う、その結 果行 政 区画で言 えば,渉ii〔 府(府 治 ヤール カ ン ド)

と葉城 県(県 治 カルガ11ッ ク)の2つ に またが る幹渠24道 とその枝渠356道 を掲 げ る こと

がで きる。 それ らを幹渠 別 に整 理す れ1ず,次 のよ うな もの とな る0

幹 渠 名

1窩 浦 渠

」1校 布 拉

」旺 恰拉羅施鳥拉克渠

IV鉄 瓦 洋 拉 克 渠

V秋 魯 克

Vi科 科 熱 瓦 特 渠

Vll排 拉 普 渠

v¶1茄 列 克 渠

1X英 額 瓦 提 渠

X抜 石 ンJ日 渠

XI①別 什 幹 渠

(XI②別TI玖 渠

XII英 額 斯 塘 渠

X』1イ 自1!`葉)乞 渠

XIV恰 拉 巴 斯 漫 渠

XV波 斯 攻 渠

XVI買 買 科 提 渠

xv≪ 牙 思 東 渠

X田 阿 里 克 ＼三

XIX下 吟 堅 渠

XXl・L奇 渠

XXI消 提 大 渠

XXII托 布 巴 吟 渠

XXJII阿 道 拝 】」 渠

XXIV塔 他 渠

所 在

ヤー ルカ ン ド城 の西IX170!1!.

ノノ

〃

〃

〃

//

〃

!〆

ノノ

〃

〃

南6011!

南50!1!.

東1幸ゴ40!艮

1几i1有65三巨

1∠厨1幸170!1.!一

西 南35坦

i壮百τ何65⊥1⊥

西 南100里

}起85」{,し

iヲ珂1笥140i巨

カ ル ガ リ ッ ク の 西 北120!1!.

水 源 長 さ

ヤ ー ル カ ン ド河141! .(1

/!8 .6!1!.

・/10!J!
.

・!3里

・!42!
_11_

マ マ

!/29!1'
一

〃65'1 -'_

〃24里

!ノ195?1

テ ィ ズ ナ フ 河4.11'.

ヤ ー ル カ ン ド河184里

!/'f

上記2渠 は実 は同一一の もの,故 に枝渠計30
ママ

ヤ ー ル カ ン ド城 のIX160!J'

カ ル ガ リ ッ ク の 南 ユ7C .!1'

/!

/!

〃

!/

〃

/!

〃

/ノ

〃

ノ/

/ノ

科{1菊120」 抗

1乏珂」ヒ120!1'.

lZ薪」ヒ750E硅

西 」ヒ140!巨

戸qr{ヒ70」i'-

P[射商50上 見

西 南35里

ピ珂T蘂150」巨

南80里

倖ず601{(

東 」ヒ90【艮

〃

烏 沙Ll什 河

皮 山りIL内の泉 水

ヤールカ ン ド河

〃

!ノ

木 ノ麺 泉 水

テ ィ ズ ナ フ捌

∠/

!/

本1泉 水

テ ィ ズ ナ フ河

!ノ

106里

ユ60里

150[巨

150里

60里

8111

40'1!.

50里

251μ

90里

70里

20里

30里

枝 渠数

125

2

z1

6

3

32

5

25)

32

ユ1

46

7

18

6

27

(こ の他 ・葉城属一 その東北150～250'i!.に テ ィズナ フ河 を水 源 として 分布 す る巴吟 其

格 得渠 等一 の5幹 渠 は,所 在 に不 明な点 があ るの で除 いてお く)

次 に これ らの溝渠 の分布 を地図Lヒに,復 原 してみ よ う。実 は,『 新彊 図志』 の編纂 に 際

して は,そ の 付篇 と も言 うべ き地 図 も作製 され てお り,そ れ は 『新藤全 省輿地 図』 と して
,

-77一



清代i口惇;1の水不ll灌灘

別個に 同行 され流布 してい る、そ の地 図に は,当 然 『新濃図,㌫1に 於いて叙述 さ増 た諸 事

象の図示 が行なわれて い るわ けで ある 、とすれ ば,溝 渠 復原の作 業は,、.新 彊 全省輿地 図∫
　 　

の 伝 統 的 漢 式 図 表 記 を,若 千 の 他 系統 史料0)叙 述 と対 照 しつ つ,よ り正 確 な'ド 面

図 に翻 案 す る だ け で,本 来 は,達 成 さわ るiy,iず で あ る 、 ノ賠 陽}の 幹渠 は1拝 実 そ の よ うに して

復 原 が 灯能 で あ る 、 しか し,こ の地 図 の 溝 渠 にilllす る 情 搬 は,他v>一 例 え ば 道 路 一一_i%./1111

分 等 と比 べ れ ば,相 対 的 に 情 度 が 劣 るよ ろで あ る 、そ れ らの う ちの2つ を,illL!ii'3と し て 示

して み よ う 、 ド新彊 全 省輿1山 叉!1第49図 「渉 中:府剛V)渉 中:府治[封 東 部 の 図 は,水 源 に..'iI

目 して み る と,到 底i「 新 彊 図,占fの 情 報 と 整 合 しll罫な い し,同 じ く第52図 「葉 城 縣 」 で は,

1「一・卜二 排 図1(九1非 西pLD・Stein・Hedin・ONCG7等 の 諸地 図 か ら疑 い な い 消提 た渠

が テ ィズ ナ フ河 よ り取 水 して い た と い うIj`実 を 無 視 して,あ た か もそ れ が 外 来 河 川 の 如 く

に 図 示 して あ る 一1「 新彊 図志IIで は,消 提 ノ〈渠 は テ ィ ズナ フ河 よ り取 水す る と 川 記 して

あ る が 如 きで あ る 、 この よ うな 部1>的 欠点 は 逆 に1'新 鵜 図 志 」 の 幻';切)う ちに もみ ら

れ(後 述 の 英 客貞斯 塘 渠 の 所 在 の 例),判 定 にll　1:しむ もの も 多い 、 勿 論 第 三 者 の 報 告が あ る

場 合 に は,そ れ を 判 断 材 料 と し,1>枝 し た 枝渠 の 所 在 をf懸 りに・… 応0)合 理 を め ざ して 復

原 した 今世 紀 初 め の ヤ ー ル カ ン ド ・オ ア シス内 の 幹渠 の 分1布推 定 図 が,図1τ.の よ うな もの

で あ る 、
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清代回彊の水利濃1概

鉄列克亮鴫爾

1

科科熱瓦特
、亮嗜爾
、

1

ノ

科
科
熱
瓦
特
渠

何納塔塔爾/
.塔他渠

i

30ノ

E.77° /

'

ノρ"

N.38° 一

拶
惨什葉克渠

C新 彊図志」巻78溝 耀こに拠る。地 名は*印 を付したもの以外はすべて 「大木文、≦糟 の総荘 名)

一79一



清代回{鍛の水利灌漉

1

「新彊 図志』溝渠(1911年)に 依拠 しつつ ヤー ル カ ン ド=オ ア シスの水利 網を 幹渠 を 申心

に復原 してみ たが,本 亭:では,ヤ ール カ ン ドニオア シスの農村 社会 と,こ れ らの水利 網 と

が どのよ うに関 り合 って いたかにつ いて言及 す る.

この点 につ いて は,筆 者 が以前 にそ の内容 ・性 格を 論 じた ことの ある一 史料 が有川 であ

る(「 清 朝 の回彊統 治 につ いての二,三 の問題 ヤ ール カ ン ドの一 史 料の検 討を通 じて

」 『史学雑 誌』..,1979)。 この史料 は,1850年 頃の葉 爾差属下 の土 地 ・課税台 帳

で あるが,そ の記事 の 中には,34の 総 荘(あ るいは それに相 当す る単位)の ドの407処 の小

荘の名 前が含 まれ てい る。現在 知 り得 る限 り最 もp'Fitl[な農 村村 落名 の一覧 表で もあるわけ

で,こ の小荘名 を手 懸 りに,先 掲 のテ ーマにつ いて考 えてみ よ うと思 う。な お,こ の史 料

は 『葉 爾莞城 荘 里数 回戸正 賦各項冊 」 と呼 ばれ て いるが,以 降本 稿 では 「大木 文 、i}:」と略

称す る。

さて,「 大 木文 書」 に記載 されて いる当時の 葉lxlxl属 一ドの各地 区の うちで,ヤ ール カ ン

ド=オ ア シスを構成 して いた ものは,以 下 に記 す22の 総 荘 とその属下 の316の 小荘 であ る。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

77

1$

19

20

21

22

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

小壮

朴壮

荘

弗壮

"壮

弾壮

"壮

"壮

.壮

朴壮

臣壮

ゆ壮

距壮

弾壮

中壮

井壮

"壮

爾

爾

冊壮

+壮

申壮

踊鰻

輪

鍵
憾

鳳

撚

轡
幽榊

那

熱

密

・下

牌

那

倭

阿

準

塔

伊

塔

愛

雅

黒

坂

恰

鉄

科

和

和

何

(ヤ ー ルカ ン ド城 の北30里)

「司

同

同

同

同

同

同

ll弓

同

同

同

同

同

同

[ll]

同

同

同

同

同

同

西40里)

北1里)

西15里)

東30里)

東 南20里)

南2里)

南5里)

西4里)

隻{(40」巨)

【淘701巨)

」ヒ4011D

束80里)

_iヒ201i乳)

南40里)

南60里)

IY-1150⊥Lつ

身{90」」LL)

西90里)

」ヒ70⊥i王)

西」ヒ70三巨)

東 南80里)

:f

属 一ドの 小 荘64

16

21

9

7

12

5

11

2

2

19

10

8

12

12

46

60



清代回藏の水利灌概

これ らのうちに,先 掲の 「新艦図志」の幹渠名 と一致する総荘名があるのが注目され る。

すなわち郡普爾(窩 浦)・ 牌斯鉛(別 什玖)・ 披斯玖木(波 斯玖)・ 科科熱瓦特がそれであ

り,那 通楚魯克荘 も秋魯克渠 と名前の一部が一致 している。これ らは,当 然深い関係にあ

ったとみ るべきであろ う。つまり,農 村集落の成立 に寄与 している渠は,そ れに依存 して

いる集落 と同 じ名前で呼ばれていたのではないかと考え られるのである。また,別 な名前

を持 っている渠 の場合でも,通 称 として,そ れに依拠 している総荘名で呼ばれているもの

もある。それは,窩浦渠の一枝,阿吟阿塔渠の場合である。これは所在か らして『新彊図志」

巻82の 道路4に 記す密沙爾渠に相違ない。何故にそう呼ばれているかは,次 に掲げる対照

表の該当部分を参観すれば明 らかなように,こ れが密沙爾荘を灌概 していたか らである。

いずれにせよ,渠 名と村落名の一致は,両 者の深い関係を示す証であり,見 方 を変えれば,

回彊農村を考える一1功となるか もしれない。回彊の農村についてはかつて真 田安氏の言及

があ り(「オアシス ・バーザールの静態研究19世 紀後半 カシュガ リアの場合 」「中

央大学大学院研究年報6』,1977年 ・第1章),筆 者 も氏 とはやや見解を異 にする草稿の用

意を している。今,溝 渠の名称 と集落の関係に論が及んだ機会に,こ れ らの回彊農村の結

合理念のうちで,水 利灌概が果 していた意義についてみてみよ う。それは,溝 渠 と農村集
　 　

落が同 じ名前を持つ ことが,ど の程度の割合でみ られるのかをより細部に下 って検討する

ことによって,一 部には,可 能 となるはずである。

そして,こ の場合,『新彊図志』の枝渠名 と 「大木文書」 の小荘名 との対照が,現 在の

1斤,最 も精密度を保証できる方法なのである。枝渠の方が所在を取水口の位 置で もって明

記 してあるので,こ れを先に立て,総 荘の大体の所在に矛盾 しない属一ドの小荘で名前の通

ずるものを求める方法を採 る。ただ し,大 部分は,漢 字音写の一致 ・類似が根拠であるか

ら,筆 者の同定の妥当性を公正な判定に委ねる為に,繁 を厭わず,次 に提示することにす

る(左 ・右のゴチ ックは,そ れぞれ幹渠 と総荘を示す)。

『新麗図志」

渠 名 所 在 長さ

(里)

(ヤールカン ド城から一里)

1.窩 浦 渠

111可 斯 郎 巴 恰 渠

21躯 擁く 夕J♪ 巳 渠

3阿 納 巴 恰 奇 渠

渠

渠

渠

渠

渠

起

拉

克

肇

大

庶
ー

空

空

河

ヘエ

イ

イ

　

化

拉

衣

咬

抑

忌

'曝

」
呼

喪

.-円

ト
コ

ま
牙

,ー

ハ

ゐ
立

k
ど

4

r
O

ρ
0

7
4

8

西 南70

〃65

〃40

西20

〃20

〃15

〃10

!!10

6.7

25

8.3

3

1.9

3.3

2.3

6.9

一81一

「大木文書」

小 荘 名

藤硲蜘

1郡1阿 斯拉 巴恰荘
1(那 普爾の略)

〃2玉 恰㌍阿幽巴恰奇荘

i〃3條 完玉 恰竿i阿爾 巴恰 奇41i、

〃18托 胡 奇荘
1

〃21密 熱克 拉荘

〃23都 依巴恰荘

〃22英 爾巴恰荘

;〃24阿 恰倭 都荘



9

ユ0

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

3&

37

38

39

40

41

42

43

44

45

依 玉満 巴吟提桿渠

i咽 藤 巴 恰 渠

賓 勒 克 渠

柏 格 里 渠

西 拉 普 行 浪 渠

脆子里克海立巴普渠

黒西拉克海、k巴普渠
、 ・ ・日 ・

fI:

什

窩

阿

父

拉

稲

浪

業

蔵

伏 奇

思 里 克

i
.=

死
.、

て
.、

.こ

乏

鴛

沼
イ

荘
イ

鷲

涯
イ

橘 湖 黒 西 拉 克 渠

阿 ロ合 塔 奇 渠

克 比 西 帽 子 渠

英 格 子又 里 克 渠

列

巴

其

吉 特 虎 量1

蘇 蓋 父 來 克 渠

阿 恰 防 塔 渠

46海 與3ζ 里 克 渠

こ
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、
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、
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、
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、
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、
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f
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.

.
、

f

:

、
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こ
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、
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-
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、
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ー
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、̀

鷲

凸

彗

議
イ

b所

汲
ノ

㌧銭

婆

蔦

灘
イ

、戯

辱鋲

噛凸

鷲

穀
ノ

、覇

鷲

・菖

奇

思

貴

里

克

奇

攻

布

奇

奇

木

克

奇

克

什

.

阿

麻

炊

格

恰

噴

落

路

當

野

勒

來

之

什

蓋

仕

木

別

胡

吟

牙

布

呉

巴

餐

包

阿

必

和

益

排

柏

喧

巧

列

托

阿

伏

愛

清代同彊の水利灌概

〃12

西 北15

!!10

北15

/!

!!

〃

!ノ

!/

ノノ

!ノ

ノ!

20

16

15

15

16

17

17

1?

15

16

西 北18

東 北20

〃30

〃35

北38

/ノ

!!

ノ/

!ノ

〃

〃

ノ!

ノ!

42

48

42

48

55

56

41

58

50

61

東北55

!/

!ノ

ノ/

〃

!ノ

北

57

60

95

70

80

90

4

2

5.8

6.8

1.8

4.8

7.1

13.7

5

7.7

2.4

1

4.7

1.2

9

3.1

1

1

5.5

5.5

5

4.4

4.3

2.9

1.2

2.4

3.4

208

4.4

1.7

2.8

17

6.1

3.5

4.3

8.9

3.6

6.3

40
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〃12

〃5
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費里克拉荘

別蓋里荘

希拉普恰那荘

克孜rtc克亥爾巴普荘

克希拉克亥爾巴普荘

加拉依爾荘

蘇皮拉荘

〃42曲 胡爾桐希拉克荘

〃44阿 恰特奇荘

〃45開 昇 什 胃孜 荘

〃46英 爾孜 愛里克荘

〃47雅 克 奇荘

〃49被 魯鳥=IL

〃30鳥 魯鬼 荘

〃32巴 達 密里克 荘

〃35色 依克 荘

〃31包 製集」若予斗宝

〃36阿 拉爾荘

〃37被 伊斯布隆荘

〃38庫 什奇荘

!ノ33{芦 勇電韮L

〃39排 拉 克荘

!/51シjl」・r{'蓋,.lri=1f.

〃58恰 牽 爾荘

〃53和 布斯奇荘

〃57掘 皮奇荘

〃59桃 鳥拉克愛里克荘

〃61i二 可u合巴イt剥三

〃64伏 依 奇荘

愛吉特虎荘(東80里)

愛5蘇 蓋特愛里克 荘

雅1阿 恰阿塔荘

(雅 爾巴恰の略)

密8浩 鳥什愛里克荘

(密 沙爾の略)

〃19察 依1納 荘

〃2

!!3

!!4

雅恰奇拉荘

塔瓦克奇荘

開生奇荘
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〃5吉 格達愛里克荘

〃6通 古斯巴什荘

〃7雅 爾古斯巴a荘

〃18希 涼奇荘

〃1巴 恰希拉荘

〃11凍 巴A荘

〃12葉 克沙馬爾巴恰荘

〃9提 提爾巴p荘

〃131 .勒安 判塞

〃14托 阿奇荘

〃15攻 ヲ≡弄爾荘

〃16鉄 里列荘

〃17阿 依璃克奇荘

}雅2托 鯉 難 納荘

紫7倭 隆托焉荘
(乗木拉の略)
〃8吉 格達愛里克荘

〃9愛 熱木巴海荘

牢愛里克荘(西4里)

倭1加 依鉄列克荘
(倭都斯塘の略)
〃3黒 魯斯荘

〃4奇 呪巴恰荘

〃5愛 曲里克荘

塔恰1侠 渾奇荘
(塔恰爾奇の略)
〃10侠 什波斯塘拉特胡魯克荘

〃3沙 普奇荘

〃4斯 依克荘

〃8阿 恰特奇荘

〃5包 依拉荘

〃6板 格里荘

阿8吉 格達巴恰荘
(阿拉爾の略)

〃4吟 拉鉄列克荘

塔吟9枯 木什巴恰荘



96科 什 巴 司 塘 準

97推¥1児 根 準

981HI音 琶 発茎

99脳 葛 提 準

ユ00一 ド 頁 拉 渠

101和f「 柏 司 塘 準

102冬 巴 克 浜

103ミ 小[エ1』 ∵己 銭三

104素 克 勒 一fr克的巴渠

ユ05幣 拉 籔r,:

106阿 吟 布 魯 特 渠

107阿 喀 塔 拉 準

ユ08古 審 爾 托 拉 克r

109阿 斯 空 巴n合 渠

ユ10轍 吐 克 浜

ユ11科 科 」巾 渠

112`札 漫 十 海 準

ユ13呼 嘲 爆 湛

U4阿 拉 西 巴 吟 渠

115itlr手 ぴ 買 「「!書褒

116寵 額 斯 塘 浜

ユ17蛤 拉 拉 克 渠

118審 立 克 祁 瓦 渠

119阿 斯 含 巴1渠

120大 空 奇 渠

12ユ 阿 子 波 海 渠

122別 什 排 鳥 拉 克 渠

ユ23阿 布 達 海 、7:巴普渠

124n喬 手診fj≒ 融三

125ア 苛 工ミと ・ヒ旦 彗三

7T.校 布 拉 渠

11「.恰拉羅施烏拉克渠
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〃6目 合狼乎立5!「i:

〃3伏 什波斯塘荘

〃 ユ 凍巴恰荘

阿1沙 瓦拉l!ド

〃3r1喬 干立イ行峯弊rit:al:

〃6阿 吟塔拉荘

〃21..r孜 爾挑粒克荘

〃10阿 孜安巴吟荘

〃11恰 依提克荘

〃5桐 桐渾木荘

〃7雑 満托亥荘

T打臼7i}謂 洛 安1T

〃10開 熱 巴吟荘

〃12阿 拉爾諮甲克荘

〃4雫 拉拉荘

〃9男 随 納 克,iis

空 ユ 伯什四吟ll「i:

(空 愛 甲克の略)

邪6阿 布 達 黒 爾 巴 普 荘

〃9ii合 打こ揮 三+i'

〃19希 打〔〒3予a:

W.鐵 瓦 洋 拉 克 渠

1安Iii渠

2r'r'ii!tl潔 婆

V.秋 魯 克 渠

1阿 奇 馬 渠

2峻 拉 友 拉 克 渠

3阿 伊 坤 渠

4羅!ヒ 提 渠

5牙 買 農 渠
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VI.科 科 熟 瓦 特 渠

ユ 牙 華 児 拉 椙 渠

2木 沙 乗 渠

3呪 則 巴 欄 干 渠
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5阿 瓦 髄 渠
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〃4察 熱克渠

〃8沖 巴什荘

〃7畢 里満荘

〃2明 里克荘

〃5栽 岱克奇荘

熱1雅 哨愛里克荘
(熱瓦奇の略)
1〃2木 沙克拉荘

〃3亮 嘆爾荘

〃7奇 比愛里克荘

科科熱瓦特亮璃繭(西90里)

熱14巴 依納普荘

〃6察 粒克荘

〃2胡 孜璃爾荘

〃5庸 曲色依荘

〃8吟 粒木札什荘

鉄列克亮噛爾(東90里)
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巴恰里克荘
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以上の結論を,幹 渠別 に,総 荘属下の対応 した小荘数で示 してみると,次 のような もの

になる。(『」は総荘と対応する名を持つ幹渠 ・ 「」は小荘 と対応す る総荘一数のうちに加

えてある一)

幹 渠 名

『窩 浦 渠』
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英 額 瓦 特 渠

抜 石 力 口 渠

枝渠数

125

9
自

-

ρ
0

1

3

32

那 普 爾荘40・*愛 吉特虎荘2・*雅 爾 巴恰荘8・ 密沙爾

荘18・f木 拉荘8・*筆 愛里克荘2・ 倭都斯塘荘4・

*塔 恰爾奇荘10・ 阿拉爾荘10

那通楚魯克荘10

熱瓦奇荘4・*科 科熱瓦特亮鳴爾

熱瓦奇荘1

熱瓦奇荘4

熱瓦奇荘3.*鉄 列克亮噛爾 ・*和沙瓦特荘

一90一



「別 什 幹(攻)渠 」

渠

渠

ヨ

」

渠

渠

渠

ヨ

渠

渠

渠

ヨ

J

渠

渠

渠

渠

渠

灘
鱒晶
鞍

∴
環

恰

波

下

阿

塔

英

伯

F

　

買

牙

阿

F

庫

消

托

r

　

30

15

11

46

7

18

6

27

清代回彊の水利灌概

牌斯鉛荘4・披斯炊木荘2・ 伊墾蘇阿拉斯荘15・ 塔塔

爾荘2

恰爾鳴里克荘10

恰爾噛里克荘1

披斯攻木荘38・ 黒孜爾密奇特荘7

伊墾蘇阿拉斯荘4

Q爾 鳴里克荘16

恰爾鳴里克荘5

恰爾噛里克荘18・ 黒孜爾密奇特荘2

恰爾鳴里克荘1

木可糸内塔塔爾荘1

勿論,十 分な論証の結果ではないが,小 荘と枝渠 との対応は,か な りの高率でみ られる
0

と言 え よ う。言 い換 れ ば,村 落共 同休 と水 利共 同体 の重 複 を灰示 す るの か も しれ ない。 し

か し,総 荘 あ るいは幹渠 か らみ ると,単 純な対 応関係 に はない。一渠 で9総 荘以 上を灌概

す る案浦渠 の例を代表 と して,総 荘の形成 を,水 利 の面 のみ か らは,到 底,説 明で きな い

よ うで ある。た だ し,後 世 の2行 政 区に分 画 されなが らも,4つ の総 荘 を灌 漸 して いた別

什幹渠 な どの存在 は,一 旦成立 したオ ア シス内の農村 集落 は,水 コン トロール を媒 介 とし

て,求 心的 な運 動 に走 らざ るを得 ないので はな か った のか,と い う一般 的 な推論 にた ど り

つ く。や は り,幹 渠 も週市 ・行政 等 と並 んで オ アシスを維持 ・構成す る為 の重 要 なモ メ ン

トであ った と思 わ れ る。 抽象 論は と もか く,幸 運 な 「大木 文書」 の存在 は,1850年 頃の

ヤール カ ン ド=オ ア シスの状 況 の一 斑 を伝 えて くれて い るわ けで あ る。 それ で は 次 に,前

章 で復 原 した幹渠 網の復原 図 と,「 大木文 書」 の記事 との対照 を軸 に,約60年 間一1850～

1911年 一 のヤ ール カ ン ド=オ ア シス農村 部 の溝渠 の開発 につ いて見 て い こう。

2

ヤール カン ドニオ ア シス 内の耕 地を論 ず る場合,筆 者 は 自然 的条件 主 と して土地 の

高低 の上 か ら,4つ の地 区に分 けて言 及 す るの が妥 当で ある と考 え る。

① オ ア シス西～ 北部

この地域 の特徴 は,豊 富な水源 さえあれ ばば耕地 の拡大 が比較 的可 能 で あるが,そ の条

件 に適 う河 川 は,遠 く離 れ たヤール カン ド河 しか ない とい うことで ある。それ故,大 規模

な渠 の開 掘工事 を可能 とす る権 力が存 在すれ ば,耕 地 の拡 大が行 なわれ て いる。

まず,最 も西部 に あるのが科 科熱瓦 特渠 で あ る。 このKokRabatは16世 紀 には既 に成

立 して いた村落 で あ り,か な り古 い渠 で あ ることが判 る。今 世紀初 頭 の この村落 ・幹渠 に

つ いて は,C.G.Mannerheimの 報告 が あ る(AsiafromWesttoEastゴ η1906-

一一一91一
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1908,vol.1,Helsinki,1948,rep.theNetherlands,1969,p.59)o

その東 にあ って,ヤ ール カ ン ドこオ ア シス 内 の概 旧面積の広 さの第3位 を占め るのが,

英額 瓦提渠 で ある。 その渠 につ いて は,「 新 彊 図志」 に次 のよ うな案文 が あ る。

光緒十 三(1887)年,署 知州1劉嘉 徳始 自塔斯恰珊 荘 酉,河 東岸 穿渠 引水,北 塵於 阿恰牙

湖,復 於湖北!,以 概二英額 瓦提 荘地。

また,前 掲 の 「大 木文 書」 の小 荘 とその枝渠 との対照 の結果,一 致 す る ものが少 ない こ

とか ら も,こ の渠 が19世 紀末 の成立 で あ ることが判 る。 英額瓦 特 は,多 分,Ya五 喜iabad

(新開 地)の 音写 であ ろ う。 しか し,枝 渠 の うちの一 部が,熱 瓦 奇荘(Rabatci)の よ うな

古 い総 荘 と結 びつ くことか らすれ ば,全 くの新開 の渠 で あ るとは思 えない。 旧来 の渠 一

「新蝿 水利委 員会報 告」巻1か ら考えれ ば,そ れ は 「熱 瓦奇渠 」 と呼 ばれ ていた と思 われ

る を北方 に延 長 させ て,ヤ ール カ ン ド=オ ア シスの 西北 部 の 耕地 の拡大 を図 った もの

⑥
で あ った ろ う。1916年 に この渠 を横 った 謝彬 は これを 「老劉渠 」 と呼び 長160里,幅 広10

余 丈,蔭 地2～30万 畝 と伝 えて い る(h新 撞遊 記己 上海,ユ920,p.225)。 彼 は また,こ の

「老 劉渠 」 の 西方 に,民 国期の+J知 事 によ って開 難 され た 「新劉渠 」 が ある と伝え てい る

が,こ の渠 は,央 額 瓦提渠 の更 に外縁 の耕 地化 を意 図 して いた ことが推 察 され る。

窩浦渠 は,「 新 麺図志」 溝渠 の記載例 と して先 掲 したよ うな案 文を持 って お り,ヤ ール カ

ン ド=オ ア シス 内最人(枝 渠 の数 ・その総延 長 ・概 田総 山積)の 規模 を持つ幹渠 で あ る。

しか も,謝 彬 が 「渉車(ヤ ール カ ン ド)最 老之大渠 也」 とい ってい るよ うに(前 掲書,同

処),最 占の もので もあ った らしい。 筆 者 の検索 の結 果で は,わ ず かに17世 紀 初め にそ の

存在 が確 認 され るに とどま るが,勿 論,そ れ よ り もか な り以 前に成立 して いた事は疑 いな

い。17世 紀 の記録 とは,SahMahmudibnMirzaFazilCorasのl/iaPi「 チ ョラース年代U
記 」 に み え るあ る人 物 の 肩 占:きで あ る。 そ こに は,Hvaca.,MuzaffarArtuciが,mirab-

iAUFRYで あ っ た と され て い る(0.Φ.AKHMy皿KHH編XpoKUxa,BocKBa,1976,

cTp.193.ペ ル シ ア語62a-s.46-)。 編 訳 著 の ア キ ム シュ キ ン氏 は,こ のAUFRYを,

水 に 関 係 あ り そ うだ が,不 明 の 話 と され て い る(TaM》Ke.,cTp.296)が,こ れ はOfriあ

/

るいはUfriを 示す 固有地名 で あ り,時 のHanの 側近 た るHvacavMuzaffarの 知 行 と

して は,主 都 ヤール カ ン ドの オア シス維 持 に最大 の寄 与を な して いた,こ の窩浦渠 の ミー

ラー ブ こそがふ さわ しい。

さて,上 記 の諸渠 の うちで,窩 浦渠 の一 部のみ が,大 き く弧 を画 いて ヤール カ ン ド;オ

ア シスの東 北東 にまで至 り,ヤ ール カン ド河 に連 な って いる。オ ア シスの北 部 は,ヤ ール

カ ン ド河 の水 位 よ りも高 いの で,直 接 それ よ り取 水す ることはで きず,皆 百数十 里の彼方

よ り,緩 い傾斜 を も った長人 な渠 を 引 き 勿 論,旧 来 の河川 の支流 に手 を加 えた だ けに

す ぎな い可能 性 もあ るが,こ れ に依拠 して成立 してい たのであ る。

② ヤール カン ド城 東 南部
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ヤ ール カ ン ド城 の東南 部,ヤ ール カ ン ド河 に至 る間は,多 くの旅行記 に豊 かな耕地が広

が り,多 くの集落 が点在 して いると述べ られてい る。ヤール カ ン ド河 が東北 流 して 西北 に

方 向を変 えた轡 曲部 分の内側 に位 置す る緩傾地 であ るか ら,ヤ ールカ ン ド河上 流の取水 口

か ら,比 較的短 い距離 で効果 的 に灌瀧 し,そ の水 を下 流 に放 出す る ことが可能 で ある。 そ

れ 故,水 路の密度 も高 く,同 定が 困難で あるが,注 目 してよ い ものに秋魯克渠 があ る。 こ

の渠 は,所 在か らして,箭 赫 徳等が ヤール カ ン ド攻 略の際の古戦場,黒 水 の ことだ と思わ

れ る。 『西域水道記」巻1に 述 べ る喀割 烏蘇(モ ンゴル語 で黒 い水)は 通古思魯克 を流れ

て お り,前 述の河 と幹渠 の混 同 ・その結果 と して渠 水をqarasu(黒 い水 一河水)と 呼ん

で いる例(Mannerheim,op.cit.,P.61)か らして,古 来 のヤール カ ン ド河 の支流 に手 を

加 え利用 した ものであ ることが推察 され る。

③ ヤール カ ン ド・テ ィズナフ河問

この地域 の特 徴は,西 部の ヤールカ ン ド河か らの水 と東部 のテ ィズ ナフ河か らの水 と2

種 の水 源を持 ってい ることであ り,ま た これ ら両河 に比べて土地 が高 くな って いる ことで

あ る。 この為近 くを流 れてはいて も,こ れ らか ら直接 水を取 る ことはで きず,か な り上流

か ら,河 よ り傾斜 の緩や かな水 路を長距離 に開かねばな らず,効 率 の悪 い地 域であ る。 そ

れ故,ヤ ールカ ン ド=オ アシスの中にあ って,開 発 がおそか ったよ うで あ り,渠 水 が少な

O
いという1907年 の報告が これを傍証 している。

主な幹渠には披斯攻木荘一帯を灌概する波斯吹渠 と,2つ の行政区にまたが って引水 さ
LO

れて いる別什幹渠 があ る。その他 に,注 目され るの は,英 額 斯塘渠 であ る。 この渠 の所在

は 「(葉爾差)城 南六 十里」 とな ってい るが,y新 彊図志』 のその他 の部分の記述や 『新 彊
ロ 　

全省輿 地図』等 か ら 「西南百 六十 里」の誤 りで はないか と思 われ る。既存の披斯攻渠 と別什

幹渠 との間 の不毛地 開発 の為 に造 られ た ものであ り,や は り長 い距離 の 引水が必要 であ っ

た とみ る方が 自然で ある。 この渠 の開馨 は 「新 彊水利 会,第 一期報告 』巻1に は,清 の播

震 の功績 とされ ている。 しか し,先 の劉嘉徳 の英額 瓦特渠 の例 と同様 に既 存の ものの改修

で あ った可能性 もあ る。すなわ ち,GreatBritainParliament,Yarkand(Forsyth'S

Mission),London,1871P.18.に1869年 にヤ クー ブ=ベ ク政権下 の一地方 長官が,初 め

て開 いた渠 とい うのが,位 置か らして,こ の英額斯塘渠 ではないか と思わ れるか らであ る。

いずれにせ よ,Yangiustangの 音写 とみ られ る この渠 が,大 変新 しい ものであ った こと

は確かで ある。先掲 「大木 文書』 に,こ の渠 と結びつ くよ うな集落 が一 つ も記載 され てい

ない ことか らも,1850年 以降 の全 くの新開渠 であ った ことが判 る。

④ カル ガ リック周辺(オ ア シス東南部)

この地域 は,比 較 的単純 な地形で あ って,南 方 か ら流れ降 るティズナ フ河 に大部分が依

存 していた。諸 々の渠 は,こ のテ ィズナ フ河 よ り取水 して,北 方へ の斜傾 を利 用 して平行

に並んでお り,そ れ故 に,樹 枝状の分枝が多 いの も特徴で ある。例 えば,そ の典型の消提
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大渠(Shotustang)の 一一枝渠 であ る空 巴渠 か らは6道 の渠 が分岐 し,更 にその うちの1

つ か らも取水 してい る渠 があ り,都 合4段 階 もの分枝 がみ られ る。 また,こ れ らの ティズ

ナ フ流域 の灌概 網を述べ る際に等閑視 で きるものに,そ の水流 の減少 が ある。18世 紀末 か

ら19世 紀後半 まで,テ ィズ ナフ河 の水 が,メ ル ケ トニオ アシスに到達 し,更 には,ヤ ール

カン ド河 と合 流 して いたに もかか わ らず,今 世紀初 めには,メ ル ケ トニオ アシスに さえ十

分 な水 が達 しな くな ってい る。 その結 果 は,オ ア シス間 の水争 いにな るわ けで あるが,こ

れは,第 一 に,テ ィズナ フ河 中流域 カル ガ リック付近 での取水 量の増水,耕 地 の
⑪

拡大の結果 とみてよいであろう。

四

本章 では,既 述 のオ ア シス灌概 網の復原 を踏えて,そ れ らが どのよ うに運営 されてい た

の かにつ いて述べ てみ る。 まず,社 会 システ ムか らみて い くことに した いが,現 地 の ウイ

グル人 に と って は 日常 当然事 と して述べ るところが な く,時 代 を降 った「西北科 学考察団」

の報告 が一 番纏 ってい るよ うで ある。 そ こには,

南彊渠 道幾全 由農 民 自力 開馨,按 地 畝多寡灘 出工料,故 此等渠 道実為農民之 共有財産 。
ママ

渠 道管理組織甚 為厳 密:毎 村有一克科見 什,村 戸 分水時間,由 其 妥為 分配。毎渠 有米拉

伯,自 一 名至二 三名不等 。其上有大 米拉 伯或大 阿洪,掌 管一 縣之水利 。此 等入員均係人 民

推挙,灘 送食糧少 許,以 為 工作報償 。(張 之毅,前 掲書,頁39)

とある。注 目すべ き指摘 が多 々あ るので,こ れ らを一つ一 つ,往 時 の史料 と対照 しつ つ

検 討 してみよ う。

渠 道 が農民 の共 同作業 によ る修築 にかか り,そ れ故 に 「共 有」 され ていた ことは,張 氏

自身 が同書の別 の部分 で,「 新 彊渠 道,絶 大部 分為農民 集合 華力修築,共 有共亨」(頁19)

と も述べ てい ることか ら確認で きる。Sykes兄 妹 の伝え るよ うに農 民が 「灌概 用水の使用

には何 も支払 わな くて もよい」(op.cit.,p.306)の は,そ の渠 の建 設 ・保守 作業へ の参加

が条件 とな っていた と考 えてよい。渠 の建 設時の農民 の労力提供 とその報 酬について は,

張之 毅の伝 える「労働 のケ トマ ン」(ChangChih-Yi,LandUtilizationandSettlement

PossibilitiesinSinkiang,G.R.1949,p.67.)に よ って知 る ことがで きる。 すなわ ち

水路 の開掘 の全期問 にわた って1人 の男が寄与 した仕事 の量によ って一定 の水が 配分 され

るので ある(0.Lattimore,1)ivotofAsia,Boston,1950,第5章,オ アシス農業 の節

に は,こ のChangChih-Yiや 彼 自身 の見 聞 と思 える他 の例が い くつ か掲 げ られ てい る)。

また,保 守工事へ の参加 につ いて は,ヤ クー ブ=ベ ク政権期 のHendersonら の報告(G.

Henderson&.A.0.Hume,LahoretoYaYkand,London,1873,PP.118～120)や 「新

彊 図志」 の時期 に近 いFilipPiら の報告(F.deFilipPi,TheItalianexpeditionto

theHimalaya,KarakoramandEasternTurkestan,London,1932,pp.461-462)
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いずれ もヤール カ ン ド=オ ア シス内の実見 等 が あ る。 これ らの協業 は 自 らの生産

に直接 の利 害 を持 つが故 に 「甚 々,厳 密 」 であつ たはずで あ る。後掲 の1761年 の清 朝史料

か らは,成 規 一慣習 法一 の違反 に対 す る罰 則 が存在 して いた ことが知 られ,ま た1907年 の

情報 には,灌'概 水渠 の維持 労働へ の参 加報 酬一水 分配一 の規定 が述べ られて い る(Mann-

erheim,op.cit.,p.61)。 しか し,社 会 の混 乱期や 内部変 動 の時期 には,こ れ らの規範 が

弛緩 し勝 ちで あ ったの は当然想定 され ると ころで ある。清朝 の回彊征 服直後 の 「凡 溝渠 深

浅,好 限厚薄,酋 有定式 。因 回入 不知守護 修葺,以 致 汲陥,夏 檸冬氷,行 旅 亦滞」(「清 ・

高宗 実録」 乾隆27年3月 甲午,永 貴 奏)た る情 況 は,何 よ りも戦乱 と政権交 代 に由来す る

もので あろ う し,Deasyが1899年 に 目撃 した この地 の溝 渠の荒 廃 の原 因を,彼 自身,水

争 い による共 同作業 の放棄 に求 めて いる(H.H.P.Deasy,InTibetandChineseTuy-

kestan,London,1901,p339)の は,後 者 社 会の 内的変動 による旧秩 序 の混乱

の例 で あろ う。史料 の不足 で,十 分 に展 開で き る論拠 はな いけれ ど も,外 来河 川 の上流既

存 の水 利秩序 と下 流の新開地 との軋蝶(楊 増新 「補過斎文 憤」 丁集下 の 「指 令葉城 縣知 事

顔永基墨 吟 荘衆民公 稟請與 越藍 按糧 分水支 」 の一 文や,先 掲 「水 利 委員会報 告」巻6の 水

争 いの諸例)・ 都市 商人 「県城 巨1H」 対 農民 の水 争 い(「 水利 委員 会報 告」巻6
　 　

の 「批疏勤縣属阿[亙台民稟控玉一買函巴依争水 由」)・ そしてより一般的には官僚 による属

下の農民の既成の水利権の侵害(「 新彊識略」 巻3の 嘉慶18年 松笏奏 「回彊事宜規條十

則」の うちの 「回戸種地所需渠水,禁 止伯克侵 占,以 免苦累也」の一文 ・「回彊則例」巻

6の 「禁止大小伯克侵占渠水」)の 諸事例 は,貨 幣経済の進展と併行 して,こ の地 に 「水

⑫
租」 の金銭 納 の制度 を確立 す る ことにな った のでは ある まいか。 これ らの諸 現象 の整 合 的

解釈 は,契 約文書 の類 の分析 を経 て初 めて可能 とな るはずで あ り,筆 者 の今 後 の課 題 とし

て お きた い。

さて・次 に張之 毅の報 告の 中で注 目に値す るの は,「 克科見 什」 と 「米 拉伯」 の存在 と

その職能 につ いての記事 で ある。村毎 に一 人居 るとい う克科見 什 は,18世 紀 の史料 「西域

聞見 録」巻7の 「村落謂 之愛曼,各 有玉 子伯克一 員(略)又 有叩克 巴什一名,管 理 耕種 分

水一切 溝渠 諸務」 や,そ の他 の史 料 か ら,k6kbasを 指 して い る ことは疑 いない。 この

キ ョク=バ シが 「分水時 間」等 の極 めて直接 的 な作 業 疑 い もな く,ariqか らの取水 ・

分配 を示す に従 事 して いた ことが判 る。Deasyは 賄賂 を届 けなか ったが故 に水 の供給

にあつかれ なか った農 民 の事 例 を掲 げ,ミ ー ラー ブとキ ョク=バ シの不正 なあ り方を指 摘 し

て い るが,こ の場合 も直接 の加 害者 は キ ョク=バ シで あ った に違 いな い(op .cit.,p.339)。

張之毅 が伝 え,18世 紀 の 「西域 聞見 録」 が明記す るよ うに,こ のキ ョク=バ シは各 「村」,

「村落」 に居 た。 この村 落が 「大木文書 」 の小 荘 に相 当す るので あれ ば,そ れ ぞれ1～3

名 の ミー ラー ブが設 け られ て いた とす る 「渠 」 は,幹 渠 を示 してい ると考え られ る。事 実 ,

張之毅 の 同書 中に言及 す る渠 はその規 模 ・全新Lの 総計数 な どか ら(前 掲 書,頁19) ,「 新
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瑠図志』のt-tう 幹渠 であ ることが判 る。ペル シア語 に山来 し,中 央ア ジアに普遍 的な ,こ

の ミー ラー ブは,「 職 司水 利 ・疏≠設1・灌概之務」(「 西域 図志」巻30)と か 「管理 該威 回務 ,

!!≦通 溝渠 ・〕1:;1引水 利 ・澆灌lli地等1』臼C回 彊志』 巻3)を 職務 とす る,水 利 の責任者 であ

った。ただ し,張 之毅 も伝えるよ うに,幹 渠 の ミー ラーブ と大 ミー ラー ブの2種 が あ った

よ うで ある、 各渠 の ミー ラー ブは,キ ョク=バ シと同 じく本来 は農民の推挙 によ って選 ば
]3

れ,そ の職 務ω 服1[Ili1として,選 出母体の共同体所 有 にかか る職 分田や,各 戸か らの一定 の
ロ

i
,あ る い は,後 掲 の違 約1捌 牛の1際 の 罰 則 に 由来 す る資 産 等 を得 て い た と 考え ら

れ ろ 、い わ ば,「 役 」 的 な性 格 も!lfつ 職 で あ った^

・ノJ
,時 の ⊥ 権/レ↑に よ って,知 行 的 に 任 命 され る ミー ラー ブ(張 之 毅 の 言 う大 ミー ラー

ブー一 そ の 選 任 背 景 にllij,il_な い が1は,こ れ に相 当す る)も 存 在 した 。 先 掲17世 紀 の

テ ヨ ラ～ ス{卜代 記 に も,大 ミー ラー ブ(Mirab-ikull)が,諸 河 川 の ミー ラー ブ と並 ん で

ココ

/.,1場して きてい る、18-19世 紀 の清 朝が任命 した 「密陳1布伯克」 も,大 部分は この種 の ミ

ー ラーフで ある と 与え られ る。その例 の一つ に,ホ タン出身の遇達雅爾 が居 る。彼に関す

るi清 高宗実ll、llj!抱隆261卜3月 回J一未 の新柱 奏は,ヤ ール カ ン ドの大 ミー ラ～ブの職務の一

端を小 して お り興味深 い ものであ る。既述 の`拝象につ いての言 及 もあるので,全 文を引川

してみよ う。

葉 岨垂辮 事都統 新桂奏。葉 爾元形 勢,砒 連文壁,雨 水亦少,全 頼 引水概 田。是以 設有密

剛布 伯克,ilk-ii」其 事。査 回部 店{ダ1,凡 怠於灌概 ・及 素齪成規者,倶 有 罰項,以 充公費,無

庸_)J給 。惟 引水1貯,須 派擾 丁役,従 葉 爾禿河 源,逐 次査勘,行 二 口至愛済 特1呼。其 密沙 爾

等 じ起,倶 須於一司 晒,分 道行走。現!l随 卿距頚寒 巡達 雅lxlxJ,係不i輝人,未 帯 丁役。懇l!l柔

噛匝納弄 ・1吝ゴ伯克之例,給 丁役五 十人辮公。報 聞。

il輔`の川 列とは,伝 統 的な灌漉 システ ムの成規 成文化 されていたか否 かは別 問題 と

して とf,,-rえてよ いが,そ の違約f<<11111」の収入 によ って ミー ラー ブの給 与を含む システム維

持 の公 費に充てていた とは,信 じられ ない。一 部の誇張 と考 えるべ きであ り,恒 常的 な給

ワと して は,既 述 のよ うなfや 収穫物 の一 部の間接的な徴収等 が中心 とな っていた と

み られ る,X1:1す べ きは,彼 が丁役を発 し,ヤ ールカ ン ド河の取水 口か ら,「2日 かか っ

て愛済特呼 に爵ミる」つ まり上 流か ら ド流 に,各 幹渠 の取水 口を査勘 して廻 って いた事実 で

ある,[其 の密沙爾 等 し ・遺は,倶 に一Uの 内 に,道 を分 って行走す る」定 めであ った とい

う記述 か ら,こ の外来 の ミー ラー ブ=ベ クの 司ったのが,窩 浦渠 であ った と推定がつ く。

す なわ ち,先 掲97貞 の幹渠 とそれ に依 拠 していた 「大木文 書』総荘 の一覧 表か ら,こ の窩

ll[}渠に結びつ く総 荘は9誕 であ った ことが判 る。 これ らの うち,窩 浦渠 の本 流 と末端 に位

置 して いた∵lilll[禰荘 と愛liゴ特ル宅荘を除 けば,分 道 して引水 の査勘が必要な枝渠 に頼 ってい

た総 荘は密沙lll智等の7処 とな るか らであ る。

18世 紀 の 一・1削り1史料か らは,密 劇 普伯克 が明 らか に阿奇木伯克 の指揮下 にあ った ことが

一一96一
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⑯
判るが,こ れが一般的な清朝治下 の阿奇木伯克への権限の集中傾向の例なのか,旧 来 か ら

の制度なのかについては論ず るに足 る資料がない。ただ し,「 平定準鳴爾方略』乾隆24年

7月 己未の上諭には 「阿克蘇は旧,伯 克 ・密劇布 らが管理 していた云 々」 とあり,'行政官

ベクと農村水利を司 るミーラーブを並記 してあることには留意が必要である。具体性を欠

くけれ ども,灌 概水渠の末端か ら,よ り高度な 大規模な 水系のコン トロールが可

能 な段階まで,在 地のキョク=バ シと ミー ラーブ の職務分担が確立 していた ことを示 して

いるのか も知れぬ。 しか し,い ずれ にせよ,更 に広大な水系をコン トロールす るある段階

か らは,大 ミー ラーブや他の行政官の存在が想定 され,こ こに至 って初めてオアシスの農

村部の住民達は,変 動絶え間ない,時 の主権者 との具休的な接触を持 ったわけである。

農村の水利 にアホン(大 アホン)等 の宗務者が介在 していたという張之毅の観察には,

流動的な政治権力よりも一層の権威を有 していた宗教指導者への信頼 という一般予想以上
⑰

には,今 は論 ず る材 料が ない。

最 後 に,上 記 の諸職 の下 で農民 の協業 強制 的 な もの も含 んで によ って行 なわれ

た溝渠 の修築 作業 の具体 例 ・技術 的 な事 例の い くつ かに言及 してお こう。外来 河川 か ら幹

渠 への取水 は,鰯 の横築 で行 なわれ たが,一 部の地方 で は常設 の水 門や開 閉 口を作 るか わ

りに一 時的 に河石で止 め た程 度 の もので もあ った(Lattimore,op.cit.,p.208)。 水 中の

含泥率 が高 いので,恒 常的 な渠 水 の溶掘 が不 可欠 で あ り(Filippi,oP.cit.,P.462),こ の

作 業 が順 調 に実施 され ていれ ば,い わゆ る掛 け流 し灌概 が可 能で あ った(Henderson&.

Hume,op.cit.,P.131)。 利 用後 の排 水 につ いては,土 壌資 質 の変化 に影響 す る重 要 な問

題 で あ るが,現 段 階 では手懸 りが ない。存在 の事実 だ けが知 られ てい るウ イグル農 民 の農

書 「哩薩 拉」(risalat)等 の入手 ・検 討を経 て再 論 したい と考 えて いる。

お わ り に

水渠 と不可分 の 関係 にある水 動力 や都市水利 ・水 運等 につ いて考究 を加 え ることが で き

なか った し,言 及 した諸点 につ いて も,大 いに隔靴掻 痒 の感が あ る。

しか し,一 見,些 細 にそ して脈絡 な く思 え る もので も,そ れ を提 出 して お くことによ っ

て,既 成 の 分析 視角 や 問題 意識 の手 にあ まる現 象を説 明す るのに役立 つ こ とがあ る。 中央

ア ジア史 に於 いて は,そ の よ うな事 象が あ ま りに も多 く放 棄 された ままにな ってい る。 こ

の こ とを思 えば,渠 水 網の復 原や諸 史料 の紹介 の うちに,中 央 ア ジアのオ ア シス とい う も

のを考 え る一ヒで,わ ず かな が らの寄 与 はな して い るか とも考 える。

付 註

① この部分のデー タは,倉 嶋厚他 「ア ジアの気候一 一世界気候誌,策1巻 』 東京,1964・ 侃 超

「新彊之水利」上海,1948等 に 依拠 してい る。

② 土地譲渡 に関す る既知 の諸文書 の うちで例外的に用水の明言がな い もの に,1812年 の紀年 を持

つ カー シュガルの ワクフ文 書があ る(A。K.BopoBKoB,BaKyΦH朋rpaMoTa1812r・H3
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⑤
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Ka田rapa,・4ア κθ08アαφπ%θ6κ砿 θ鋸θ80∂κπκ3α1959zo∂,M・ocKBa,1960.一 この利用 の

便を図 って くれた大 阪大学 の澤 田稔氏 に感謝す る一)。 ただ し,文 書の解釈 後述 のustang

・arlqに この土地は接 してい る 次第で は,隣 接 した用水渠の 明記 は自動 的にそ こか らの

水利用 の権利 を示 すのか もしれず,合 後の研究 に侯 ちたい。管見 中の唯一 の例外 である。

後 出の恰嘲鳥蘇 と秋 魯克幹 渠 との関係 も河川 と溝 渠との混 同例 である。

「新彊図志」成立 の過程 についての大略は,片 岡一一忠 「林 出賢次郎将来新蝦 省郷土志 について

新彊省地方志 の現存状 況 に関連 して一 」(「 魔史研究」15,大 阪,1978)を 参 照 された

い。

この結 論を,「 大木文 書」 の総 荘別に再 整理すれば,以 下 の通 りで ある。(*印 は総 荘名 と一 致

する枝 渠を含む。)

和 爾 孕 荘

和 沙 瓦 特 荘

桐 納 塔 塔 爾 荘

鉄 列 克 亮 噛 爾

科 科 熱 瓦 特亮1<lxl

小 荘 数

64

16

21

9

7

12

5

11

2

2

19

10

8

12

12

46

60

幹渠名

窩 浦 渠40

科科熱瓦特渠4・排拉普渠1・茄列克渠3・ 英額瓦特渠3

窩 浦 渠18

i/

別 什 幹 渠4

秋 魯 克 渠10

窩 浦 渠

!!

*//

別 什 幹 渠

〃

*窩 浦 渠

*〃

*〃

波 斯 攻 渠

〃

伯什葉克渠

庫 奇 渠

4

1a

2

2

15・ 買買科提 渠4

10

2

8

7・ 消 提大渠2

38・ 別 什幹渠2

10・Q拉 巴斯漫渠1・ 下1合堅渠16・

6・ 消提大渠18・ 阿道拝 可渠1

英額瓦特渠1

塔 他 渠1

英額瓦特渠1

科科熱瓦特渠1

⑥Mannerheim,op.cit.,p,61,に 伝 えるQaraSuな る小 さな河(smallriver)も この英 額

瓦提渠を示す と考え られ る。彼 はまた同書 に於 いて,そ の東 隣 りのQaraQumvillageに つ

いて 「この地は10年 程前(1897年 頃一筆者)に 初 めて 開墾 された。Tejadarya(?一 彼 自身 も

不明 ・未知の名で あ った らしい)と い う,約160里 離 れた,河 か ら水 が引かれている」 と述 べ

てい る。 これ も英額瓦提渠 の一支 か とも思われ るが,明 らかでない。

また,道 光年間の清朝現地官吏指 導下 の耕 地拡大 も2例 程 この地域 にみ られる。

⑦ この史料の利用 にあた って は,京 都 大学 の本 田実信 氏をオルガ ナイザーと し,浜 田正美氏 を中

心 と した通称 「チ ョラー ス研究会」の 諸氏 に誘括辛を提 さね ばな らな い。そ の末席 にあ って,筆

者は ようや くこの史料の 引川がで きるよ うにな ったか らである。なお,こ の史料 は邦訳 され公

刊 の準備が進 んでいる。

・ ・
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⑧P.Zieme氏 か ら,ベ ル リン・コ レクション中の未公刊 ウ イグル文書 にもopriballqな る地名

がみえ ることを,口 頭で教示 された。同地であるか否かは別 として,固 有名詞 とみなす根拠 の

一つ にはなろう
。(補 註〕参照 。

OMannerheim,op.cit.,p.78

⑩Ibid.,MannerheimはBishkumistanを ボ スガムの町か ら約45メ ーター(metres)の 所 を流

れる小 さな河 として いるが,奇 異である。これが別什炊渠を示 して いることは,ヤ ールカン ド

河 か ら取水 し沼沢に消え るという彼 自身の記述か らして,疑 いないが,所 在 については問題が

ある。Posgamustangと 混 同 したのか,距 離単位を誤 ったかのいずれかに原因があるのであ

ろ う。

⑪ テ ィズナ フ河下流のメルケ ト・オアシスが光緒末年 か ら水不足 に苦 しんだことは,「Y.f_,r-・一・図志』

溝渠 の巴楚州の項 に もみえ,多 くの材料がある。A.P.MyxaMeRxtaxo$氏 の ブハ ラとサマル

カ ン ドの両 オアシス間の水争 いの研究のような労作の出現を,将 来に期待 したい。

⑫ 水租 こそが,回 彊の直接生産者 農民 に とって,最 も重い負担であ ったとの指摘 は陳正

祥 「塔里木盆地」上海,1944,p.79やA.r.月KoBaeB,ArpapxbieOTHOLil2HARHarpap朋

peΦopMaBnpoaHxuuHCHHbu3朋,y3躍B,11.1955,cTp.231に あ る。筆者は,現 段階で

は,こ の水租の起原 について明確な解答を持 っていない。

⑬ 久保 田文次 「清代東 トルキ スタ ン農業問題 に関する一試見一 佐口透氏の所説 について～ 」

(『史潮」71,1960,第2章)。 また 「回彊志』巻3の 伝えるところに依れば,「 責売の房地 ・

水磨」つま りバーザールの店舗や水磨 の使用料収入が,職 務の報酬 とされる場合 もあ った。

⑭ キ ョクニバ シや ミー ラーブが農管 と呼ばれていた時期の 「新彊図志」巻27.。 あ るいはヤクーブ

・ベク政政権期のForsythの 報告(oP.cit.,P.77)。

⑮AKHMy田KHH,yKa3.cap.,cTp.249.こ の 史料 には ミー ラーブが,個 人名 とな っている もの も

含めて,7回 現 われ る。既述の 「オフ リーの ミー ラーブ」(CTP.193)と 「テユメン河の ミー

ラーブ」(cTp.200)「 古 い川の ミー ラーブ(オ プルのことか?)」(cTp.230)の 外 には,所 轄地

の明記がない。多分,前 後 の文章 か ら判断 して,バ ルジュ ック ・ヤールカ ン ド等の大 ミー ラー

ブであ ったと思 われる。

⑯ 『清文宗実録」成豊10年9月 乙巳の上諭 。ア クスウの三品阿奇木伯克が,渠 煽の修理 に努めな

か った事 を理 由に7品 密劇普伯克等を重責 した とある。

⑰ 宗務者の仕事 の一つ として 「回教堂中の長老が司る催耕 之夫」を掲 げる史料 もあ る(「 新彊志

稿』巻2)。

〔補 註〕

付註⑧ のZieme氏 の 口頭教示の件 について は,全 文を削除する。実 は80年9月15日 付 けの筆

者への私信 にて,Zieme氏 自身が,ベ ル リン文書の再検討 中であるが,問 題のopriba1Tqが 載

っていたと思われる文書 を特定で きず,記 憶違 いであ ったか もしれ ぬと,前 言の訂正を申 し出 ら

れた。氏 の御厚意 に深謝するとともに,何 分,組 版後の ことで もあ り,こ の ような形での訂正に

な った ことを ここに付記 してお く。

.・


